
第
１
回
総
会
開
き
新
協
会
始
動

Ｉ
ｏ
Ｔ
化
へ
幅
広
く
情
報
提
供

初
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
型
フ
ァ
ン
ド

国
交
省

民
都
機
構
ま
ち
づ
く
り
支
援
事
業
で
設
立

一
般
社
団
法
人
ス
マ
ー
ト
水
道
推
進
協
会
（
代
表
理
事
・
坂
本
弘
道
元
厚
生
省
水
道
環
境
部
長
）
は
九
月
四

日
、
東
京
・
神
保
町
の
学
士
会
館
で
第
一
回
総
会
を
開
催
し
た
。
人
口
減
少
に
よ
る
人
手
不
足
や
施
設
の
老
朽
化

な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
て
水
道
事
業
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
・
ス
マ
ー
ト
化
を
め
ざ
す
。
初
年
度
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど

を
通
じ
た
周
知
・
普
及
活
動
や
シ
ス
テ
ム
・
機
器
の
運
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
、
水
道
事
業
体
と
の

共
同
実
験
、
幅
広
い
関
係
者
へ
の
情
報
提
供
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
方
針
だ
。

水
道
事
業
は
人
口
減
少
に

よ
る
人
手
不
足
や
施
設
の
老

朽
化
な
ど
多
様
な
問
題
を
抱

え
て
お
り
、
今
後
も
変
わ
ら

ぬ
安
定
供
給
・
サ
ー
ビ
ス
継

続
の
た
め
に
早
急
な
水
道
事

業
の
見
直
し
と
最
適
化
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ

（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
）
化
が
多
く
の
事
業
で
進

め
ら
れ
て
い
く
中
で
水
道
事

業
で
も
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
が
始
ま
ろ

う
と
し
て
い
る
。

同
協
会
は
こ
う
し
た
時
代

の
変
化
が
水
道
事
業
の
課
題

解
決
の
糸
口
に
な
る
と
し
て

発
足
。
国
内
の
み
な
ら
ず
海

外
も
含
め
た
水
道
関
係
企
業

な
ど
を
会
員
と
し
て
水
道
事

業
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
化
・
ス
マ
ー
ト

化
に
向
け
た
情
報
提
供
や
意

見
交
換
、
実
証
実
験
な
ど
を

繰
り
広
げ
る
。

初
の
総
会
に
は
約
三
十
名

が
出
席
。冒
頭
、坂
本
代
表
理

事
が
あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
明

治
時
代
に
は
コ
レ
ラ
が
流
行

し
、
年
間
十
万
人
も
の
犠
牲

者
を
出
し
て
い
た
。
こ
れ
を

重
く
見
た
岩
倉
具
視
は
国
内

初
の
水
道
を
作
っ
た
。
昭
和

三
十
二
年
に
水
道
が
三
分
割

さ
れ
、
上
水
道
、
下
水
道
、

工
業
用
水
道
に
分
か
れ
て
水

道
法
が
成
立
し
た
。
現
在
、

民
間
企
業
で
は
当
た
り
前
の

よ
う
に
ス
マ
ー
ト
化
が
進
め

ら
れ
て
い
る
が
、
水
道
界
で

は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な

い
。
騒
然
と
し
て
い
る
世
の

中
に
対
応
し
て
水
道
界
を
ど

の
よ
う
に
導
い
て
い
く
か
が

肝
要
だ
。
世
の
中
の
た
め
に

な
る
仕
事
と
し
て
法
改
正
な

ど
の
気
運
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」
と
力
強
く
述
べ
、

絶
大
な
協
力
を
要
請
し
た
。

続
い
て
平
成
二
十
九
年
度

事
業
計
画
な
ど
を
確
認
。
理

事
と
し
て
新
た
に
真
柄
基
泰

公
益
財
団
法
人
給
水
工
事
技

術
振
興
財
団
理
事
長
ら
が
就

任
す
る
予
定
だ
。

初
年
度
の
事
業
計
画
の
柱

は
①
水
道
ス
マ
ー
ト
シ
ス
テ

ム
・
機
器
な
ど
の
研
究
開
発

②
普
及
に
あ
た
っ
て
の
試
験

設
置
の
企
画
③
運
用
に
関
す

る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
④
関

係
官
庁
な
ど
へ
の
承
認
活
動

⑤
設
置
に
関
す
る
規
範
づ
く

り

な
ど
と
な
っ
て
い

る
。
企
画
運
営
委
員
会
や
技

術
委
員
会
を
設
置
し
て
着
実

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

具
体
的
に
は
ス
マ
ー
ト
化

の
効
果
の
周
知
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
な
ど
の
普
及
活
動
、
水

道
事
業
体
な
ど
か
ら
の
問
い

合
わ
せ
へ
の
対
応
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
・
標
準
仕
様
・
規
格

化
な
ど
の
水
道
事
業
体
・
公

的
機
関
へ
の
提
案
、
ス
マ
ー

ト
化
を
希
望
す
る
水
道
事
業

体
と
の
共
同
実
験
・
情
報
支

援
、
下
水
道
・
工
業
用
水
道

な
ど
水
道
事
業
以
外
の
関
係

者
へ
の
情
報
提
供
な
ど
を
行

う
。
ま
た
ス
マ
ー
ト
化
の
コ

ス
ト
削
減
に
向
け
た
企
業
努

力
・
水
道
事
業
広
域
化
へ
の

支
援
・
施
設
導
入
の
方
法
な

ど
を
提
案
し
、
実
用
化
を
促

進
す
る
協
力
体
制
を
構
築
。

水
道
事
業
体
を
主
体
に
従
来

か
ら
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
協

議
会
を
設
立
し
て
普
及
活
動

に
努
め
て
い
る
水
道
技
術
研

究
セ
ン
タ
ー
と
の
協
力
・
連

携
も
推
進
す
る
。

報
告
終
了
後
、
設
立
発
起

人
で
専
務
理
事
に
就
任
し
た

石
井
健
睿
元
東
京
都
水
道
局

技
監
が
記
念
講
演
を
行
い
、

設
立
の
経
緯
・
目
的
・
活
動

な
ど
を
解
説
し
た
。

国
土
交
通
省
と
ま
ち
づ
く

り
事
業
で
パ
ー
ト
ナ
ー
協
定

を
結
ん
で
い
る
一
般
財
団
法

人
民
間
都
市
開
発
推
進
機
構

（
原
田
保
夫
理
事
長
）
は
九

月
七
日
、
東
京
・
霞
が
関
の

中
央
合
同
庁
舎
二
号
館
会
議

室
で
大
阪
シ
テ
ィ
信
用
金

庫
、
沼
津
信
用
金
庫
と
全
国

初
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
型
ま
ち

づ
く
り
フ
ァ
ン
ド
設
立
に
関

す
る
契
約
書
に
調
印
し
た
。

地
域
金
融
機
関
と
連
携
し
、

地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
民

間
ま
ち
づ
く
り
事
業
を
推
進

し
て
い
く
。

国
交
省
と
民
都
機
構
は
民

間
ま
ち
づ
く
り
事
業
へ
の
出

資
な
ど
を
行
う
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
型
ま
ち
づ
く
り
フ
ァ
ン
ド

支
援
事
業
を
四
月
に
創
設
。

地
域
金
融
機
関
と
連
携
し
て

一
定
の
エ
リ
ア
を
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
し
つ
つ
民
間
ま
ち
づ
く

り
事
業
を
連
鎖
的
に
展
開
し

て
い
く
。
今
回
の
契
約
締
結

は
昨
年
七
月
に
国
交
省
、
民

都
機
構
、
信
金
中
央
金
庫
の

間
で
交
わ
さ
れ
た
「
ま
ち
づ

く
り
事
業
の
推
進
に
関
す
る

パ
ー
ト
ナ
ー
協
定
」
に
基
づ

く
活
動
の
具
体
的
な
成
果
と

な
る
。

調
印
式
に
は
原
田
理
事
長

を
は
じ
め
河
村
正
雄
大
阪
シ

テ
ィ
信
用
金
庫
理
事
長
、
紅

野
正
裕
沼
津
信
用
金
庫
理
事

長
、
栗
田
卓
也
国
交
省
都
市

局
長
、
田
邉
光
雄
信
金
中
央

金
庫
理
事
長
ら
が
出
席
。
あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
原
田
理
事

長
は
「
こ
の
日
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
、
た
い
へ
ん
嬉
し

く
思
う
。
本
フ
ァ
ン
ド
は
民

間
金
融
を
補
完
す
る
究
極
の

形
だ
。
今
後
の
成
果
が
問
わ

れ
る
だ
ろ
う
が
、
地
域
課
題

の
解
決
に
大
い
に
役
立
つ
も

の
と
な
る
よ
う
積
極
的
に
フ

ォ
ロ
ー
す
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
栗
田
都
市
局
長
は
「
持

続
可
能
な
社
会
の
形
成
に
向

け
て
本
事
業
を
精
力
的
に
展

開
し
て
い
く
」
と
強
い
意
欲

を
示
し
た
。

学士会館で事業計画など確認

坂本代表理事

石井専務理事

地域金融機関と契約書に調印

原田理事長
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